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鶴見区区政会議 平成３０年度第２回全体会 

 

１ 日時 

  平成３０年１２月６日（木） １９時００分～２１時０７分 

２ 場所 

  鶴見区役所 ４階 ４０３・４０４会議室 

３ 出席者 

  （委員） 

  久木議長、前川副議長、岡出委員、久貝委員、笹原委員、猿渡委員、柴田委員、 

  高田委員、田中（潔）委員、田中（泰）委員、中田委員、西村委員、伴委員、 

  藤井委員、宮本委員、山口委員、山田委員、吉江委員、米島委員 

  （市会議員） 

  大橋市会議員、福島市会議員 

  （区役所） 

  河村区長、野村副区長、安部総務課長、奥本政策推進担当課長、 

  中村教育担当課長、嶋原市民協働課長、谷上保健福祉課長、 

松井子育て支援・保健担当課長、貴志生活支援担当課長、 

  浅田窓口サービス課長、阪東住民情報担当課長、大川教育担当課長代理、 

尾﨑市民協働課長代理 

４ 議題 

  （１） 平成３１年度鶴見区運営方針（素案）にかかる意見について 

  （２） その他 

 

５ 議事 

開会 １９時００分 
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○奥本政策推進担当課長  皆さん、こんばんは。ただいまから鶴見区区政会議平成

３０年度第２回全体会を開会いたします。 

 私、本日の司会を務めさせていただきます政策推進担当課長の奥本でございます。

よろしくお願いいたします。 

 まず初めに、入り口にカメラを設置させていただいております。こちらはこの４０

３・４０４会議室に入り切れない職員が、隣の部屋で傍聴できるようにモニターを設

置させていただいているものでございます。なるべく多くの職員にこの区政会議を聞

いてほしいと思っておりますので、設置につきましてご了承いただきますよう、よろ

しくお願いいたします。 

 それでは、開会にあたりまして、河村区長からご挨拶申しあげます。 

○河村区長  皆さん、こんばんは。今日は、第２回目の区政会議全体会ということ

で、今年も後３週間少しということで皆さんお忙しい中、また、お天気の悪い中ご参

加を賜りましてありがとうございます。 

 今日はまた、後程、作成しました３１年度の運営方針の素案について、委員の皆様

方からご意見を頂戴しているところではございますが、いろいろな角度から、またご

意見を頂戴できればと思っております。よろしくお願いいたします。 

○奥本政策推進担当課長  それでは、定足数の確認をさせていただきます。 

 本日の会議には、委員定数２６名中１７名の委員のご出席をいただいておりますの

で、定足数を満たしておりますことをご報告いたします。 

 また、本日は市会議員の方にもご出席いただいておりますので、ご紹介させていた

だきます。 

 大橋議員でございます。 

○大橋市会議員  皆さんこんばんは。よろしくお願いします。 

○奥本政策推進担当課長  福島議員でございます。 

○福島市会議員  こんばんは、よろしくお願いいたします。 
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○奥本政策推進担当課長  それでは早速ではございますが、これより議事進行を久

木議長にお願いいたします。 

 議長、よろしくお願いいたします。 

○久木議長  皆さん、改めましてこんばんは。 

 今日は、議題も多いということで早速、本題に入らせていただきたいと思っており

ます。議題１といたしまして、平成３１年度鶴見区運営方針素案に関しまして、先日

行われました部会でそれぞれ担当する経営課題について、皆さんからたくさんのご意

見が出ているようでございます。また、本日の全体会を開催するにあたり、事前に委

員の皆さんから運営方針（素案）の概要版をご覧いただき、ご意見をいただいており

ます。本日は資料１各部会における主な意見と対応方針等について報告を受け、その

後運営方針（素案）の概要版の経営課題ごとの説明と、事前にいただいた意見につい

て報告をしてもらい、皆さんで意見交換を行っていきたいと思っております。 

 それでは、まず事務局から説明をお願いいたします。 

○谷上保健福祉課長  皆さん、こんばんは。保健福祉課長の谷上と申します。それ

ぞれの部会ごとに順次ご説明をさせていただきますが、まずは、私が担当しておりま

す地域保健福祉部会についてご報告させていただきます。 

 お手元の資料では、資料１－１部会における主な意見をご覧ください。また、その

ときの部会の資料としてお示しした素案をつくるにあたっての考え方は今回ございま

せんが、後でご説明させていただきます運営方針（素案）概要版と並べて見ていただ

くと、よりわかりやすいかと思いますので、よろしければ右、左に並べてご覧くださ

い。今回私のほうで５ページ、６ページをご説明します。それでは、部会の資料１－

１に沿ってご説明させていただきます。 

 まず健康づくりについて、幾つかご意見をいただいております。運営方針（素案）

の６ページになりますが、これをベースとした資料をご提案申しあげましたところ、

健康づくりに関しては、１番、ウオーキング教室については、年１回ではなくステッ
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プアップしていくようなプログラムもいいのではないか、また、２番、鶴見区社会福

祉協議会が行うステップ教室とコラボしてみてはどうかというご意見もいただいてお

ります。区役所のウオーキング教室は、健康づくりに取り組んでいただくきっかけづ

くりとして実施していますが、参加者アンケートの結果も見ながら回数なども検討し

ていきたいと思います。また介護予防教室でもありますステップ教室の参加者には、

ウオーキングそのものが難しい方もおられますので、介護予防の視点で鶴見区社会福

祉協議会と一緒にメニューの検討を行っていきたいと考えております。４番ですが、

百歳体操について、参加者が毎回という言い方は語弊がございますが、同じになりつ

つあるので、ふれあい喫茶など、ほかの活動と組み合わせたりして相乗効果を図ると

いいのではないかというご意見がありました。５番ですが、百歳体操に区から専門的

なスタッフが指導に来てもらえないかというご意見もいただいております。百歳体操

につきましては、体操の終了後に工作や歌を歌うといった工夫を各地域で行いながら

実施していただいています。また、先程の専門家の派遣につきましては、立ち上げ後

も年１回、理学療法士や保健師の派遣などをご要望に応じ行っておりますので、今後

も各地域の特色を大切にしつつ、そういった取組みを進めていきたいと考えておりま

す。 

 続きまして、資料１－１の６番からは、主に福祉の関連のご意見をいただいており

ます。運営方針（素案）の概要版は５ページを参考にご覧ください。既に、去年から

ご説明しているとおり福祉では地域に身近な相談窓口の設置でありますとか、住民の

助け合い活動の支援といった取組みを進めていまして、そういったことの継続という

ご提案でございましたが、まず、６番、７番に地域の担い手の確保についてどう考え

ているのかというご意見をいただいております。担い手の確保に向けてはいろいろ取

り組んではきておりますが、なかなかうまくマッチしないというところもあります。

後ほどご説明します有償ボランティア制度「あいまち」などでも徐々には増えてきて

いますけれども、引き続き取り組んでいきたいと考えています。 
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 続きまして、８番、それから９番も少し関連すると思いますが、公的なサービスの

はざまにある方への対応策とか、新たな工夫はないのかといったことやこれまで行っ

たことについての成果の報告だけではなくて課題検証が必要ではないかというご意見

です。ご意見はごもっともと考えておりますので、毎年鶴見区社会福祉協議会と一緒

に実施している事業が複数ありますが、内容の検討や振り返りをしながら毎年少しず

つ工夫はしておりますが、今後も引き続きそういった形で進めたいと思っております。 

 １０番は有償ボランティアですが、こちらは「あいまち」に関してのご案内でござ

います。「あいまち」でできる活動の類型化はチラシ等でご案内をさせていただいて

いますので、それである程度おわかりいただけるかとは思いますけれど、わかりにく

いというご意見がございましたら変えていきたいと思います。その後は、いわゆる担

い手の関係もそうですけれど、地域福祉カルテをどういうメンバーでつくるのかとい

ったような内容などがありましたが、記載のとおり取り組んでいきたいと思っており

ます。この案件でのご説明については以上とさせていただきます。ありがとうござい

ました。 

○久木議長  谷上課長、ありがとうございます。 

 続いて中村課長。 

○中村教育担当課長  教育担当課長の中村でございます。 

 私からはこども教育部会におけるご意見についてご紹介させていただきます。 

 経営課題３がこども教育部会の部分になります。経営課題３の９ページ、１０ペー

ジを並べて見ていただければと思います。ご意見の資料は、資料１－２第２回こども

教育部会、平成３０年１０月１５日における意見をご覧いただきたいと思います。最

初に社会教育・学校教育支援に関していただいた意見ですが、１番では「鶴見区で第

九を歌おう」など、区民が参加して歌えるようなイベントがあればというご意見をい

ただきました。区の対応としましては、実施主体も含めて、どのような対応が可能で

あるかを検討いたしたいと考えております。 
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 続きまして、２番ですが、いろいろな学びを、幅広い年齢層の方々に体験していた

だけるよういろいろ事業を企画しておりまして、生涯学習になりますが、今後、「お

もてなし茶会」、生涯学習セミナー「百人一首と競技かるた」の開催を予定している

ので、周知、ＰＲに努めてほしいというご意見をいただきました。対応といたしまし

ては、「おもてなし茶会」では、広報の周知に加えまして、チラシを区内小学校１年

生、全児童に配布いたしました。「百人一首と競技かるた」につきまして、区内小中

学校の全児童・全生徒に配布いたしました。おかげさまをもちまして、この２つのイ

ベントは大盛況に終わることができました。皆様ありがとうございました。 

 次、３番ですが、区民アンケートの結果、生涯学習をしていない区民の割合が６８．

５％という数字で、生涯学習の概念からすれば、もっと多くの方が何らかの形で学ん

でおられたのではないか、また生涯学習の概念をわかりやすく発信することや、学ん

でいる人たちの個々の活動情報をマッチングする仕組みがあればよいのではないかと

のご意見をいただきました。対応としましては、区民アンケート結果では生涯学習を

している区民の割合が少なかったのですが、設問の意図が少しわかりにくかったので、

実際にはもっと学習しておられる方は多いと認識しております。今後はアンケートの

取り方について検討させていただきたいと思います。また生涯学習活動の充実や情報

発信、学びを通しての交流が生まれるマッチングの仕組みづくりなどについて、今後

検討したいと考えております。 

 次に、子育て支援に関していただいた意見ですが、運営方針（素案）の概要版の７

ページ、経営課題２が子育て支援です。まず、４番、児童虐待に関して、区役所の担

当だけでは十分な対応ができているのか心配であるというご意見をいただきまして、

児童に対する支援については各関係団体と連携して対応しているところです。５番は、

こどもの居場所づくりについて、一から自分たちで新しく始めるのは難しいので、行

政から何らかの支援をしてほしいとのご意見をいただいております。居場所の開設に

ついての相談があった場合は、利用できる物資等に関する情報提供を行っています。
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今後も情報を鶴見区社会福祉協議会と共有するとともに、区広報紙を活用してＰＲな

ど支援を行っていきたいと考えています。 

 最後に６番について、要保護児童対策地域協議会と連携して、真に支援を必要とす

るこどもの居場所づくりに対応してもらいたいとの意見をいただいておりました。鶴

見区では、こどもの居場所事業は始まったばかりでありまして、今後事業の進捗状況

を見据えながら、要保護児童対策地域協議会の登録児童がスムーズに利用できる場所

となるように、情報共有、連携を図っていきたいと思います。 

 以上でございます。 

○久木議長  中村課長、ありがとうございます。 

 引き続きまして防災、尾﨑課長代理お願いします。 

○尾﨑市民協働課長代理  こんばんは。市民協働課長代理の尾﨑です。よろしくお

願いします。 

 私からは防災・防犯部会に関わり多くご意見を頂いておりますので、絞って提案を

してまいりたいと思います。資料は１－３です。運営方針（素案）の概要版について

は１１ページ、１２ページになりますので、よろしくお願いします。 

 資料１－３の１番、台風２４号に伴う臨時避難場所開設について、日頃から訓練を

している防災リーダーに連絡がほしかったという点と防災リーダーも常時トランシー

バーを携行していないこともあって、ＭＣＡ無線とトランシーバーを連携した、連携

体制の構築を図ってほしいというご意見をいただきました。今回は臨時的な自主避難

場所開設のために、地域活動協議会の会長には事前に情報提供として連絡をさせてい

ただいておりましたが、防災リーダーの方には連絡を入れていませんでした。今後は、

状況に応じて地域からご協力をいただきながら対応していきたいと思っております。

なお、災害時避難所開設時には、今後、地域活動協議会の会長及び防災リーダーの隊

長に連絡をし、自主避難場所での体制については地域と連携して調整していきたいと

考えております。ＭＣＡ無線については、区本部と地域との連絡用に装備させていた
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だいております。トランシーバーについては、今回各地域に２台増備しており、計４

台トランシーバーがあると思います。これは地域の中での連絡体制を図っていただく

ためにお渡ししているものであります。有事の際以外にも、地域のイベント等でトラ

ンシーバーを使っていただき、使い慣れていただくようにお願いしたいと思います。 

 ２番ですが、避難場所において、ラジオの電波状態が非常に悪く台風２４号の時に

も聞こえにくかったので対策をしてもらいたいということ、また自家発電装置につい

ても確保してもらいたいというご意見をいただきました。現在、区で停電の時も使え

る性能の良い手回し式のラジオの装備を検討しております。災害時にはＳＮＳも活用

し情報収集を図っていただくよう周知していきたいと思います。自家発電装置につい

ては、カセットコンロのボンベを２本入れますと、約１時間ほどもつ自家発電装置を

各避難所に１台配備をしております。こういったものも各地域のイベントでお使いい

ただいて、ふだんから使い慣れていただくようにご案内したいと思いますので、よろ

しくお願いします。 

 続きまして、資料１－３の２ページの５番、災害時地域貢献協力事業所の所在地だ

けではなく、協力内容などの情報を地域と共有するとともに、協力事業所に訓練参加

を呼びかけていただきたい。また、小学校に避難するまでにある協力事業所は、災害

対応が見込まれる避難場所でもあると思うので、そこで何ができるか地域と情報共有

等すればよいという意見もいただきました。災害時地域貢献協力事業所の中には、避

難場所として利用申し出がある事業所もあれば、会社情報などがありますので、一般

の住民の方が立ち入るのはご遠慮いただきたいというような事業所もございます。ま

た違った方向で協力をいただくということも、これから模索し、地域との情報共有も

図っていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、７番ですが、地震によって高槻市や茨木市で避難所が開設された事例などを

自治体職員へヒアリングをするなどして、今後の取組みに活かすのは大事だと思うが

行っているのかというご意見をいただきました。相手市の状況が落ちつき次第、大阪
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市の危機管理室がヒアリング等を行うことになりますが、熊本地震の際は、当区から

も応援に行って、現地自治体職員への聞き取りも行いながら、職員防災マニュアルの

改定等にも努めてきました。 

 続いて３ページの９番です。防犯カメラのメンテナンスは地域の問題ですが、地域

での引き継ぎがうまくいっていないことがある。誰が引き継ぐのかなどメンテナンス

のルール作りが必要ではないかというご意見をいただきました。鶴見区地域安全防犯

カメラ支給要綱により、設置は区役所が行い、維持管理は地域にお願いしているとこ

ろです。区役所としては、防犯カメラの鍵や、防犯カメラが地域のどこに設置されて

いるのかをお示しした地図を地域にお渡ししておりますので、そういった資料等も活

用しながら、各地域で引き継ぎも含め、ルール作りを検討いただきたいと考えており

ます。 

 続いて１０番ですが、各地域均等に防犯カメラを設置するのではなく、その一部に

ついては、関係者で危険個所について議論をしたうえで、設置してはどうかというご

意見をいただきました。警察から各地域に対して、犯罪発生状況など情報提供もあっ

て、危険個所などは、地域が一番実情をよくご存じであるということで、引き続き地

域の実情にあった選定をしていただいて、その要望に応えていこうと考えております

のでよろしくお願いします。 

 最後に４ページ１３番ですが、交通ルールを守らずに自転車事故を起こしたときに、

大きな金額の損害賠償請求をされた事例などを提示して、リスクを示すことで、交通

ルールを守ることの大切さをアピールできればよいと思うというご意見をいただきま

した。中学生・高校生や子育て層をはじめいろいろな世代に向けての交通安全教室な

どを工夫しながら実施してきております。実際に保険会社の担当者の方をお呼びしま

して、１億円余りの損害賠償請求がされたというような事例も含めて紹介し、交通安

全ルールを守ることの大切さをアピールしているところです。引き続き警察等の関係

機関と連携して取り組んでいきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 
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 防災・防犯については、以上です。 

○久木議長  尾﨑課長代理ありがとうございました。 

 それでは、運営方針（素案）の概要版についての説明が終わってからご意見を伺お

うと思っておりますので、引き続いて事務局から、資料２、平成３１年度鶴見区運営

方針（素案）の概要版についてご説明をお願いします。 

○谷上保健福祉課長  運営方針（素案）の内容についてご説明させていただきます。

経営課題いわゆる区のビジョン、あるいは将来的な５年、１０年の中長期スパンの目

標に向けて取り組む課題の平成３１年度版ということで、経営課題を幾つか設定し、

それについてどう取り組んでいくかというご説明になります。経営課題の内容等につ

きましては、運営方針（素案）の概要版の３ページ、４ページにまとめて記載してい

ますが、私からは経営課題１の内容について、概要版の５ページ、６ページを中心に

ご説明させていただきます。なお、お手元に今日、平成３１年度鶴見区運営方針（素

案）概要版にかかる意見への対応状況という資料をお配りしました。こちらは、皆様

から事前にいただいたご意見、それに対してどのように対応していくかということを

一覧にしていますので、これを横に並べながらご覧いただければと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、経営課題１の説明に入らせていただきます。 

 まず、資料の５ページは地域共生社会の実現ということで、いわゆる福祉関連のテ

ーマでございます。地域福祉力の向上、この言葉を使い出してからしばらくたってい

ますが、この間住民の身近な相談窓口の設置ということで、つなげ隊さんを配置して

まいりました。つなげ隊さんへのアドバイス、スキル向上や情報の提供などをしなが

ら、地域での相談の窓口としてご活躍いただけるよう取組みを進めてきたところです。

それに合わせて、つなげ隊さんのサポートやもう少し困難な課題、複雑化した課題に

ついて、専門的知識を有したコミュニティソーシャルワーカーを鶴見区社会福祉協議

会に配置し、つなげ隊をサポートしています。 
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 続きまして３点目です。住民同士の助け合い活動の支援、並びに地域資源の発掘、

育成ということにつきましては、地域有償ボランティア活動の『あいまち』を引き続

き実施しまして、取り組んでいただける方を増やすのはもちろんですが、活動自体を

活発にするようにということで、いろいろな広報にも取り組んでいきたいと考えてお

ります。また、そういった活動を推進するためにも、広報は非常に重要だと考えてい

ますので、その内容についても取り組んでいきたいと記載しています。これにつきま

して、いろいろとご意見をいただきました。 

 対応状況の資料ですが、１ページ目の４番からご説明させていただきます。つなげ

隊の活動自体は非常に効果的だということですが、実際にその方々が活躍する場所が

あるのかというご意見をいただいております。また、若干似ているご意見ですが、６

番では、このつなげ隊さんの活動に関して、地域ネットワーク委員会の委員の皆さん

との連携や情報共有、スキル向上についてどう考えているのかというご意見をいただ

いております。これにつきましては、確かにいろいろ課題があると認識しておりまし

て、先程も少し触れましたけれども、現場のつなげ隊さん、それから鶴見区社会福祉

協議会の担当スタッフ、そして区役所担当者が、つい最近も今年度の振り返りを含め

て実施しましたが、それぞれの地域ごとに意見交換を行っています。そのような中で、

全体としての共通課題ももちろんですけれども、各地域が抱える課題なども少し洗い

出す取組みをして、取り入れることができることは３０年度から連携を図りながら進

めていきたいと考えております。 

 続きまして、対応状況の２ページの５番ではあいまちのことについてのご意見があ

りました。参加いただくときの登録料がペイできるほどの依頼があるのかとか、トラ

ブルはないのか、利用される側、活動される側の双方からの疑問に、登録者が答える

ような広報も必要ではないかというご意見です。皆さんのお手元に「あいまちだよ

り」をお配りしているかと思います。これはあいまちの活動を２か月に１回、広報紙

として発行しておりまして、ここにはどんな活動をしているかとか、あるいはこんな
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活動をしたことによって、こんな声があがったとか、そういったものを毎回いろいろ

趣向を変えまして、記事風にして記載しています。「あいまちだより」は各福祉会館

や施設には置かせていただいています。１番皆さんの目に触れやすいところにもとい

うことで、横堤駅の通路に鶴見区の広報ポスター、チラシを置く場所があり、そこに

置かせていただいております。お勤めとかの帰りに通られるときにでも目につくよう

に、そういったところにも配架させていただいていますので、気が向けば手に取って

いただいて中身を見ていただければ、少なくともこんなことをやっているんだなとい

うことは、皆さんにお知らせすることができるかなと思っております。また、イオン

モール鶴見緑地にある当区の広報ブースにも置かせていただいておりますので、でき

るだけいろいろな世代、いろいろな生活パターンをお持ちの方に見ていただけるよう

に工夫をしていきたいと思っております。 

 続きまして、健康づくりです。概要版では６ページです。健康増進意識の向上をめ

ざした取組みとしましては、運動習慣づくりや食生活の改善といった、区民の自主的

な健康づくりを進めるために生活習慣病の原因である肥満者やメタボ該当者への働き

かけを行っております。具体的には、幅広い年齢層が参加できるイベントとして、健

康展や食育フェスタを開催しまして、健康を見直し、食について学ぶ機会を提供して

おります。また、ウオーキング教室の開催、ウオーキングカレンダーの発行をしなが

ら健康づくりに加えて生活習慣病予防の観点からも働きかけを行っていきたいと考え

ています。妊娠期のお母さん、親子の方、生活習慣病予防の看護者、男性の方、それ

ぞれ対象者がいろいろ個性をお持ちかと思いますので、それぞれに向けての調理実習

を行っておりますが、区政会議でのご意見を受けまして、３０年３月にプレママクッ

キングを休日に開催しまして、ご夫婦での参加など広がりもあったところです。平成

３１年度運営方針素案に対するご意見でも、「そういったことについて、実地検証を

行い継続的に」というご意見をいただいております。資料は対応状況の７番以降が健

康づくりです。土日開催に関するご意見につきましては、８番、９番です。土日開催
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については実施内容の検証を行い、「継続的に」というご意見等をいただいておりま

すので、引き続き内容を工夫して取り組んでいきたいと思います。 

 また、健康に役立つ情報についてさまざまな媒体、機会を捉え、広く発信をしてい

きたいと思っております。 

 また、１０番でがん検診に関して、ご意見をいただいております。集団検診をどの

ように実施しているのかなどをわかるように広報してはどうかというご意見です。日

程の周知だけでなく、どんな内容かというようなことも含めて工夫し取り組んでいき

たいと考えております。なお指標としては健康展、食育フェスタの参加人数等を設定

しています。 

 以上簡単ですが、経営課題１についての説明を終わらせていただきます。 

○久木議長  ありがとうございました。 

それでは、地域保健福祉部会のプレゼンが終わったところで、これについてご意

見等ございますでしょうか。何かございませんか。 

 部会でも出ていたと思うんですけれど、地域包括支援センターがどういう動きをし

ているのか見えてこない。成果報告だけではなく、できていない部分を検証する方法

はないかどうかですが、先程の答えでは、今後検討していくということなんですが、

こういうスキームを立ち上げるなど具体的な考えはありませんか。 

○谷上保健福祉課長  具体的にどうするかというところを聞くためにも、我々の目

に見えていないところに探りを入れないといけないということで、先程少しご説明し

ましたが、つなげ隊さんと個々にお話をするということはあまりなかったので、全体

的な地域の課題などを聞き取りしたりするということを、今回行っておりますので、

その中でそういったスキームを組めるのであればやっていきたいと思います。一方で

共通課題について、全体的なスキームを組むこともできると思いますが、地域によっ

て、個性もあるということを聞いていますので、そういったことに対応できればと思

っております。今のところ申しあげられるのはこの程度です。 
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○久木議長  例えば、地域包括支援センターのケア会議がありますが、委託事業な

ので、当然できた成果、ノートの報告が主体になります。逆にこういう点について非

常に現場で困っているとか、そういう検討方法はやろうと思ったらすぐできるのでは

ないかと思います。 

○谷上保健福祉課長  今、ご意見をいただきました、方向性の事業、まさに今介護

保険法の関係で、大阪市が取り組もうとしている内容に一部、それに類するものがあ

ります。ケア会議というのはご存じのとおり一個一個のケースを検討しますので、極

めて個人情報性の高いものではありますが、その内容を集めていきますと、ある程度

共通する課題等が見えてくるのではないかということで、今の介護予防事業の新しい

総合事業型版の一環で大阪市全体として、そういった共通するような課題が出てくる

のではないかということを検討する場のようなものをつくり、まずは一個一個のケー

スごとに検討していこうかという話があったり、あるいは、介護まではいかないけれ

ども、要支援やこのまま放っておくと、介護が必要になるのではないかという方のケ

ースを集めながら、共通した課題を検証するための会議体を立ち上げる取組みが大阪

市全体で始まっています。そういったところからも情報は得られると思いますし、ご

存じの方もおられるかと思いますが、区が直接委託し鶴見区社会福祉協議会が実施し

ている事業以外にも、大阪市が委託し鶴見区社会福祉協議会が実施している、例えば

皆さんがつながっていく場を創出したり、発掘したりという生活支援コーディネータ

ー事業もありますので、そういう事業の情報も共有しながら進めていきたいと思いま

す。 

 今のご意見については、市の取組みもありますので、そちらの取組みと並行して進

めたいと思っております。ありがとうございます。 

○久木議長  ほか、何かご意見ございませんか。なければ経営課題２の説明をお願

いします。 

○松井子育て支援・保健担当課長   経営課題２、子育てを応援するまちづくりにつ
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いて、子育て支援・保健担当課長の松井から説明をさせていただきます。 

 お手持ちの資料２です。運営方針（素案）概要版の７ページ、８ページになります。

まず安心して子育てできる環境づくりです。ここでは４つの項目を記載しております。

安心して子育てできる環境づくりです。在宅で子育てをしている親子をターゲットに

した「愛Ｌｏｖｅこどもフェスタ」の開催や鶴見区役所にあります「つるみっ子ルー

ム」の運営、各地域で行っている子育てサロン等の支援を行っています。 

 次に、子育てに不安感や負担感をもっている親等に対する相談、支援の実施としま

して、子育て講演会の開催や、つるみっ子ルームや子育てサロン等での保育士等によ

る育児相談等を実施していきます。また、区内の子育てに関する関係団体の活動部隊

が一堂に集まり、情報共有やワークショップを行い、より一層連携を深めていくため、

拡大子育て支援連絡会を開催します。この事業は今年度より始めておりまして、１１

月に一度開催させていただきました。また区政会議でいただいた意見を反映しまして、

児童虐待等に対して状況に応じた支援・相談、児童虐待防止啓発の実施という項目を

増やしております。 

 次に、子育て関連情報の発信についてですが、いろいろなツールを使った情報発信

に努めていきますが、最初の項目にあります鶴見区内で授乳や、おむつ交換のできる

スペースを備えた施設の周知を、次年度より始めたいと考えております。 

 次に、区内の保育施設情報の発信や保育環境の充実としまして、昨年度より開催し

ております幼稚園・保育所等情報フェアを引き続き行いたいと考えております。取組

みによるめざす指標としましては、７ページの右にそれぞれ記載しておりますのでご

覧ください。 

 次に、８ページをご覧ください。こどもの貧困対策についての取組み、これは今年

度から貧困対策事業ということで始まっております。新たに大きく２つの項目を挙げ

ております。まず、普通教室で授業等が受けられない児童を対象に、別教室で個々の

児童の課題に即した学習指導・支援を、区内１２小学校で行いたいと思っております。
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この事業は今年度の７月から実施しております。次年度におきましても、時間を増や

して実施する予定としております。 

 次に、こどもの居場所づくり等を実施している事業者・団体に向けた支援としまし

て、事業者・団体の交流の場の設定や支援、区広報紙等を活用した施設情報の発信を

行っていきたいと思っています。この項目については、先程説明させていただいた前

回のこども教育部会のご意見を反映しているものです。取組みによりめざす指標とし

ましては、「こどもの学習支援事業」によって、行動面や心境に何らかの変化が見ら

れた児童の割合を７０％以上としております。 

 続きまして、ご意見ということで、本日お配りしました対応状況の４ページの１３

番をご覧ください。 

 各地域で開催している子育てサロンについて、趣旨が不鮮明で、現在は児童への対

応が主となっているが、本来は保護者同士が自主的に交流できる場づくりを、主にす

るべきではという意見をいただきました。先程説明させていただきました、拡大子育

て支援連絡会等で、保護者同士が交流できる場の必要性について、運営者側の意識の

共有を図り、より一層、保護者の方への声かけと情報提供に努めていきたいと思って

います。 

 次に、４ページの１４番です。児童虐待の支援、相談、啓発等について、ステップ

ファミリーの増加に伴い児童虐待が増加しているため、対象を絞り込むことも重要で

ある。ステップファミリーに対するカウンセラーの紹介などの支援や相談、各関係団

体との交流など具体的活動に落とし込んでいただきたいという意見をいただきました。

ステップファミリーにつきましては、養育が困難になるリスクは非常に高く、ステッ

プファミリー向けの冊子を活用するとともに、各関係機関・団体と連携を図りながら

相談支援の実施等のほか支援施策を検討していきたいと思っております。 

 次に、５ページの１７番です。別教室等で児童を指導、支援する方への支援もお願

いしたいとの意見をいただきました。別教室での学習指導・支援につきましては、委
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託事業として７月から実施しておりますが、経験豊富なプロの講師により指導・支援

を行っているところです。 

 最後に１８番ですが、こどもの居場所づくりとして、小学生を対象としているけれ

ども、中・高校生は対象ではないのでしょうかという意見がありました。貧困対策事

業ではありませんが、民間事業者を活用した課外学習事業として放課後に個別指導つ

るみ塾を実施しております。所得制限はありますが、中学生がいる世帯に塾代助成が

月１万円出ており、それを活用して無料で参加することができるということです。次

年度については、実施場所を増設して実施するということで聞いております。 

 以上で経営課題２、子育てを応援するまちづくりの説明を終了させていただきます。 

○久木議長  松井課長、ありがとうございました。 

 経営課題２、子育てを応援するまちづくりについてご意見等ございませんか。藤井

委員どうですか。 

○藤井委員  いろいろな子どもがいて、子どもそれぞれみんなにあてはまるといっ

たら難しいと思うので、基本的にはいいと思います。 

○久木議長  はい、ありがとうございます。山田委員いかがでしょうか。 

○山田委員  少し気になったのはステップファミリーです。ステップファミリーに

なるときに、全員に対して何か注意することをきちんと伝えなくてはいけない。問題

があってからでは遅いので、まず、初めに全員に対して、このようにしていかなけれ

ばいけないということを伝えた方がいいと思います。 

○松井子育て支援・保健担当課長  全ての事業に対して言えることだと思いますが、

本来救わなければいけない人は、区役所に出向かない、つながりがないという大きな

問題があります。区政会議からも本来、きちんと来なければいけないお母さんが来て

いない。そういう方に来てもらうようにどうにかできないのかというご意見もありま

した。かなり難しい課題だと思いますが、地道にそういうお母さんたちに、講演会に

来ていただき、それを皆さんに広げてもらうという形で、今のところやっていくしか



 

 

－18－ 

ないのかなと思っております。ステップファミリーに対しても、親向けの冊子と子ど

も向けの冊子を大阪市で作成していますが、本来見ていただかなければいけない方に

果たしてきちんと届いているのかが疑問です。 

○久木議長  ありがとうございました。 

 ほか何かご意見ございませんか。 

○久貝委員  区内保育施設情報の発信、保育環境の充実とありますが、鶴見区内で

実際待機児童というのはどのぐらいいるのでしょうか。周りでも、保育所に入りたい

けれど入れないという話を割りとよく聞くんです。 

○松井子育て支援・保健担当課長  待機児童という概念ですと、今年度、この４月

１日で鶴見区は６人です。ただし、入所保留児童は１０１名です。いろいろなケース

がありまして、ここの保育所しか嫌というようなことは待機児童に含めないとか、育

児休暇は２年目になりますと、保育所に預けることができない証明が必要で、あえて

落ちるために申し込みされる方とかもいます。入所保留児童は１０１名、待機児童は

６名で公表しております。 

○久木議長  ありがとうございました。 

 ほかございますか。 

 なければ、経営課題３、中村課長お願いします。 

○中村教育担当課長  私からは資料２の９ページ、経営課題３、学びを応援するま

ちづくりについてご説明させていただきます。 

 まず、経営課題３の社会教育の支援ですが、社会教育の支援の生涯学習につきまし

ては、生涯学習大阪計画に基づきまして、主体的に生涯学習活動に取り組む区民を増

やすための取組みを行います。具体的には、区内の小学校の特別教室や多目的教室等

を活用してさまざまな講習会や、講座を開催しております生涯学習ルーム事業があり

ますが、生涯学習ルーム事業の運営支援を行うとともに、活動内容を広報紙に連続掲

載するなどして、生涯学習活動の広報周知にも努めたいと考えております。また、区
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役所の区民ギャラリーでの作品展示につきましても、引き続き実施してまいりたいと

思います。運営方針（素案）の概要版にかかる意見としまして、区民ギャラリーは見

てもらえない場所で残念に思います。場所の検討があればよいのではないでしょうか

といったご意見をいただきました。本当は区役所内で、来庁者の多い玄関等に設置で

きればいいのですが、なかなかそこに新たなスペースを確保するということが困難だ

ということで、来庁者を２階の区民ギャラリーのほうへ誘導できる、周知方法の工夫

を検討したいと考えております。 

 次に、具体的な取組みとしまして、生涯学習推進連絡会の皆さんとの協働によりま

して、「生涯学習一日体験、学び舎つるみ」や「生涯学習セミナー」、「おもてなし

茶会」などを実施して、生涯学習への関心を高め、生涯学習の裾野を広げるための取

組みを進めていきたいと思っております。そして、これからの生涯学習に必要な視点

の一つとして求められております家庭教育支援につきましては、各種関係団体と協力

しながら区役所や区民センターなどを利用しまして、幅広い層を対象に家庭教育の重

要性を訴える講座としまして、「家庭教育支援講座」を実施したいと考えております。

また、就学前の子どもさんがいる保護者に、家庭教育で必要と思われる知識や情報を

確実に届けるために各小学校での学校説明会等の開催に合わせまして、「家庭教育支

援出張型事業」を実施したいと考えております。 

 次に、人権教育ですが、人権教育につきましては、大阪市人権啓発教育・啓発計画

に基づきまして、人権教育、人権啓発の取組みを実施し、区民の皆さんの人権意識の

向上を図ることをめざして人権啓発推進員の皆さんとの協働によりまして各校下で開

催されるふれあい喫茶や食事サービス等の事業などの機会を捉えまして、地域の特性

をいかしたテーマで「校下別人権学習会」を実施していきたいと思います。そして、

駅前や商業施設等での「街頭啓発」も実施したいと考えております。また人権啓発推

進委員や各団体等の皆さんとの協働によりまして、わくわくこどもフェスタ、人権啓

発推進セミナー、ヒューマンシアターといったイベントの実施を考えております。そ
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れから区役所単独の取組みとしましては、人権に関するパネル展示とミニシアターと

いうことで、ミニ映画を上映するというようなことを実施したいと考えております。

これらの取組みによりめざす指標として、生涯学習では各事業の申し込み参加者数が

定員の８０％以上となることをめざしていきたいと思っています。また事業への参加

者のうち「取組みを通して新たな出会いや気づきがあった」と答える区民の割合が７

０％以上となることをめざしたいと考えております。 

 次に、人権教育では取組みへの参加者のうち「人権に対する理解が深まった」、ま

た「新たな気づきがあった」と答える区民の割合が、７０％以上となることをめざし

て実施していきたいと考えております。 

 続きまして、１０ページになりますが、そちらに記載しています学校教育の支援に

ついてですが、教育環境の充実に向けて、区内の小・中学校と情報共有・意見交換、

課題の抽出などに積極的に取り組み、ニーズに即した支援を行っていきたいと思いま

す。取組みの内容としましては、まず学校と区役所による連絡調整や意見交換を行う

ための教育行政連絡会を各学期に１回ずつ開催いたします。また、区内の市立幼稚園、

小・中学校等において各学期に１回開催されています学校協議会への参画をしていき

たいと考えております。そして、各学校のカルテを作成しまして、学校の課題などを

把握し、課題解決に向けた取組みも行ってまいります。さらに校長経営戦略支援予算

や発達障がいサポーターを活用した小・中学校の支援も行ってまいりたいと思います。

これらの取組みによりめざす指標としましては、全国学力・学習状況調査の平均正答

率が大阪府の平均を上回ること、また区役所からの支援が学力・体力・情操教育等の

向上につながったと思う校長先生、教頭先生の割合が７０％以上になることをめざし

たいと考えております。経営課題についてのご説明については以上ですが、運営方針

（素案）に対するご意見を何点かご紹介させていただきたいと思います。対応状況の

６ページからになります。６ページの２０番ですが、生涯学習の理解が進んでいない

とのことで、生涯学習をお題にした標語や川柳を募集してみるのはどうでしょうかと
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いうご意見をいただきまして、生涯学習を知っていただく方法の１つとして、企画検

討させていただきたいと思います。 

 それから７ページの２５番ですが、校下別人権学習会の実施についてということで、

各地域の集まりはどの程度お考えになっておられるのか、目標として、どう考えてお

られるのかということでご質問をいただきました。校下別の人権学習会の実施につき

ましては、各地域におられる人権啓発推進委員の方々が中心となって、各地域の身近

な人権課題についてわかりやすく学習するという機会の提供を目的に企画・実施して

おります。地域の方のご協力をいただいていることもありますので、参加人数の目標

は考慮しておりませんが、ちなみに、昨年は延べ７１９名の方にご参加いただいてい

るという状況になっております。 

 次、８ページの２８番です。ＰＴＡや子ども会活動が指導者の不在や会員加入者の

減少で危機的な現状がある。子育て世代が突出している鶴見区では、学校を核として

新たなネットの構築や、既存団体の活動、運営を見直すことも必要ではないかという

ご意見をいただきました。ＰＴＡや子ども会につきましては、その担い手となる保護

者の皆様に活動をどう理解していただくかということが大切だと考えております。ま

た、それぞれの団体が行っている活動や事業についても、類似のものをうまくほかの

イベントとコラボレーションするなどして少し省力化を図るということも必要である

と考えております。今後、区としても側面的な支援に努めていきたいと考えておりま

す。 

 私からの説明につきましては、以上でございます。 

○久木議長  ありがとうございました。 

 ただいま、経営課題３について説明があったところです。皆さん非常にこの問題へ

の関心が高いと思っておりますので、皆さんのご意見を聞かせていただきたいと思い

ます。どなたかいらっしゃいませんか。山口委員、どうぞ。 

○山口委員  区民ギャラリーですが、区役所の２階以外に、例えば図書館にも展示
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スペースがあるのですが、図書館の展示スペースは使えないのでしょうか。あちらの

ほうが見る機会が多いのでいいのかなと思っていました。 

○久木議長  図書館の展示スペースは使えないかということですが、いかがですか。 

○中村教育担当課長  図書館の展示スペースも想定の内には入っております。まず、

区役所ですと、区民ギャラリーになってしまいます。１階はご覧いただいたらわかり

ますように、かなり狭い状況になっておりまして、行政のチラシを置くだけでもいっ

ぱいになっておりまして、広く使っていただくのは、なかなか難しいのかと思います

ので、２階で展示をしているということをもう少しわかるような形で誘導案内をして

いくほうがいいのではないかと考えており、区役所で展示するならそのように考えて

います。また図書館の展示スペースについては、図書館に聞いてみたいと思います。 

○久木議長  そういうことで山口委員お願いします。吉江委員どうぞ。 

○吉江委員  今の話に関連するのですけれども、２階に区民ギャラリーがあります

が、１階に持ってくるということでしたらぐあい悪いのですか。１階にしたらみなさ

ん、もっと見ることができます。それともう一つは、区民センターを使って作品展や

いろいろな習い事をしておられる方の発表会、これを年１回催しとして大会をしても

いいのではないでしょうか。習い事をしている人から、発表をする場がないとよく聞

きます。それから鶴見緑地などで絵を描いている人がたくさんおられます。また、生

涯学習では、絵や習字などを展示する場を設けてあげたほうが長続きし、意欲もわき

ます。また友達も増えて、発表会も見に来られるなど横の広がりもできると思います。 

 それから、以前、大阪市で高齢者俳句大会を毎年されていました。これが１０年ほ

ど前から予算の関係でなくなりました。こういうことを鶴見区でやってみたらどうか

なと思います。俳句は小学生から高齢者までできます。以前、鶴見小学校に行ったと

きに、入ったところに子どもさんの俳句が展示されていました。俳句というのはいろ

いろなものを見て、感じて、ひらめいて、それで発表する、文字にする、話をする、

鑑賞するいろいろな意味で勉強になります。そういうこともまた検討していただけた
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らありがたいと思うんです。 

○久木議長  ありがとうございます。 

 まず１点です。区民が発表するような区民ギャラリーのようなものをどこかででき

ないかという点と、俳句コンテストのようなものを１回やってみたらどうかという意

見です。 

○大川教育担当課長代理  はい、教育担当課長代理の大川でございます。よろしく

お願いします。 

 まず、２階のギャラリーを１階にという話ですが、運営方針（素案）に対していた

だきました意見の中にも記載させていただいておりますが、区庁舎の中で、特に来庁

者の多い１階に新しいスペースを確保するということが困難であります。庁舎管理上、

確保する場所によっては消防法などいろいろ問題もございます。先程課長の中村から

もご説明はさせていただいておりますけれども、２階の区民ギャラリーにいかに区民

の皆さんにお越しいただけるかという、広報周知の部分で努力をさせていただいて、

たくさんの方に見ていただけるというような区民ギャラリーにできたらと考えており

ます。 

 あと区民の皆さんの発表の場ですけれども、生涯学習のルームで活動なさってる方

につきましては、区の生涯学習ルームフェスティバルというものが、毎年３月に開催

されております。そちらで作品展示や舞台発表など、皆さんの活動発表の場になって

おります。それ以外の方につきましては、今、申しあげました２階の区民ギャラリー

にお申し込みをいただいて、展示をしていただきますとか、あとは１１月号の区の広

報紙で大阪鶴見ええまちネットワークが募集をかけていましたが、区のコミュニティ

育成事業で実施しております区民文化祭、こちらはどなたでもお申し込みいただける

事業になっておりますので、そういったところにお申し込みいただくということも１

つの方法ではないかと考えております。 

 それと俳句の大会ですが、先程運営方針（素案）概要版に対する意見でも、山口委
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員から生涯学習の川柳を募集したらどうかというものもいただいております。いろい

ろ企画として練ってみたいと思っています。ただ、老人福祉センターとか、そういっ

たところでも独自に取り組んでいただくこともできるかなと考えます。またいろいろ

情報共有しながら、どういった形でできるかということも検討していけたらと思って

おります。 

○久木議長  はい、ありがとうございました。 

 ほか、猿渡委員どうぞ。 

○猿渡委員  作品の展示等のことですが、作品の貸し出しについては、区内の店舗

や施設であったり、そんなに大きいスペースはないけれど、書や絵画、写真、オブジ

ェなどが置けますというところがあったらそこに、例えば３か月お貸しします。もち

ろんお店の雰囲気とかもあるので、オーナーさんや施設の代表の方に選んでもらって、

この絵を貸してくださいというような場は必要かと思いますが、やっておられる方の

モチベーションが上がると思います。うちの施設にも少しそういうスペースがありま

すので個人の作品をオファーさせていただいて、そこに何枚か雰囲気のある写真や絵

を飾れたらとは思いますが、わざわざ買ったり用意したりはなかなかできないのが現

状です。でも、恐らく子どもが喜ぶものとかであったら、飾りたいなと思うんですが、

多分、今だと個人的なやりとりしかできないと思うので、何かそういうのができたら

なと思いました。 

○久木議長  ありがとうございました。大川課長代理。 

○大川教育担当課長代理  これはいただいたご意見の１９番にも関係してくると思

います。マッチングというところなのかなと考えます。そういった学びの循環と言い

ますか、ご自身が持っておられる技術や知識など、そういったものを必要とされると

ころに、技術知識だけではなくその作品も含め必要とされるところに、できる人が提

供するというような、そういう鶴見区の学びのつながりのようなもの、マッチングの

仕組みを何かつくれたらなと考えておりまして、新年度に向けて、実は検討しようと
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考えているところです。前回の部会で、久貝委員から「コーラスが歌える場所があっ

たら行きます」というご意見が出まして、猿渡委員の学童わらべさんのクリスマス会

でコンサートをされるという、部会を通してのマッチングができたというようなこと

も伺っております。そういう個人同士のやりとりではなく、何か区で取りまとめ発信

して必要な人に届けられるようなこと、個人情報にも関わってきますので、いろいろ

精査しないといけないことが出てくるとは思いますが、何か形にできないかなという

ことは今、模索しておりまして、いい形で皆様にお伝えすることができればと思って

頑張っております。また、いろいろお知恵をいただくこともあると思いますがよろし

くお願いいたします。 

○久木議長  大川課長代理ありがとうございます。 

 非常にいいお話です。お互いがウインウインになっていくような、それをうまく仲

介していく、そうした支援も今後、非常に必要なのかなと思います。田中委員、お願

いします。 

○田中（潔）委員  今の説明について、毎年３月に生涯学習の発表会があります。

何回か拝見させていただいていますが、発表会がいつも暗いので何とかならないのか

なと思います。写真や書道を見ていても、あんなに暗いところだったら、せっかく来

られた人が気の毒に思うんですけれど、どうにかできないでしょうか。 

○大川教育担当課長代理  そういったご意見はいただいているところです。舞台発

表と作品展示を同一会場で行っている関係上、どうしても照明が少し暗めになってい

ます。そのあたり、実際に事業をご自身たちで運営されている生涯学習推進員の皆さ

んにお伝えしまして、何か方法がないのか考えてみたいと思います。せっかく来られ

た方に、いい状態で作品を見ていただけるように、ご意見をいただいたということを

お伝えさせていただき、一緒に考えてみたいと思います。 

○久木議長  ありがとうございました。 

 時間も押してきましたので、次に移りたいと思います。次、経営課題４防災、防犯、
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交通安全について尾﨑課長代理お願いします。 

○尾﨑市民協働課長代理  経営課題４番、資料２の１１ページ、１２ページになり

ます。安全なまちづくり防災の説明をさせていただきます。災害に強いまちづくりと

いうことで、防災力の強化（自助・共助・公助）の部分で、まず自助、共助の部分で

すが、地域の自主防災力強化のため、地域と区役所、関係機関、学校等が連携したよ

り実践的な訓練を行う。１点目に継続した避難所開設運営訓練等と記載をさせていた

だいておりますが、３０年度は７地域、まだ予定のところもありますが、７地域で８

回、そのほか避難所開設運営訓練等の等部分につきましては、まさに今、地域と区役

所、関係機関、消防、警察、学校も含めて連携した地域の防災訓練が展開をされてい

ます。それも引き続き取組みをお願いしたいと考えております。また、２点目、３点

目の安全・安心フェスタ、つるみんピックについては、防災意識の向上をめざしたイ

ベント、その展開を図っていきたいと考えております。 

 続きまして、４点目の小・中学生や高校生を対象とした防災学習会の開催について

は、中学校は土曜授業であるとか、３０年度、５校の内予定も入れて４校の出前講座

を行い、横堤中学校では２年生でしたが、避難所開設運営訓練も展開していただきま

した。あと中学校残る３校につきましては、有事の際の判断力を養うといったクロス

ロードゲームでまず基礎知識を学んでいただいて、有事の際の状況を付与して、例え

ば避難所運営委員会の委員であればあなたならどうしますか、イエスか、ノーかでお

答えください、というような判断力を養う訓練もしてきたところです。またジュニア

防災リーダーの育成につきましても、小学校の高学年を対象にした講話にも取り組ん

できました。５点目の各地域の防災計画の策定ですが、これにつきましては３地域で、

既に策定はされておりますが残る９地域には、各地区防災計画のひな形のような形で

提示させていただきながら策定に向けて支援を行っていきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

 続きまして、公助の部分です。災害時に備えた防災資機材の充実等の整備や体制の
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強化を図るとともに、区が行う取組みについて情報発信の強化に努めると記載をさせ

ていただいております。全て備えになりますが、備蓄物資機材の確保、充実であると

か、危機管理体制の整備・強化、そういったものに力を入れていきたいと考えており

ます。続きまして、災害時の通信手段及び災害時の情報を得る手段の広報、あるいは

区地域防災計画に基づく取組みの情報発信、災害時の通信手段としてのＳＮＳの積極

的な活用、全て情報の伝達ということになりますので、ＳＮＳ、ホームページ、ツイ

ッター、フェイスブック等も通じまして、情報の共有化を図っていきたいと考えてお

ります。以上が公助の説明になります。取組みによりめざす指標ですが、地域が行う

訓練に参加し、役立ったと答えた区民の割合が８０％以上、区が行うイベント、安

全・安心フェスタ、つるみんピックへの参加者延べ１，３００人以上、各地域、各小

学校で展開されております訓練につきましては、地域の皆さんのご協力をいただき、

３００人以上の参加を指標としております。 

 続きまして、１２ページ経営課題４、安心なまちづくり、防犯、交通安全です。街

頭犯罪・交通事故の少ないまちづくりということで、地域・関係機関と連携した防犯

対策事業です。取組み内容としましては、防犯カメラの設置や取替、抑止効果のある

防犯プレートの設置ということで、今回、また新たに防犯プレートを目立つ色、目立

つ大きさに変えて設置の協力をいただいているところです。区内一斉防犯活動の実施

につきましては、月１回、第２金曜日ですが、全地域で一斉防犯活動ということで、

取組みを行っていただいているところです。区役所・警察署・各地域防犯組織による

合同連絡会の実施、そして自転車の２重ロックを推進するための鍵の取付けキャンペ

ーン、ひったくり防止キャンペーン、ひったくり防止カバーの取付けなどを随時開催

し、ツイッター、フェイスブック等でも広報しています。地域・関係機関と連携した

交通安全対策事業につきましては、交通事故防止や自転車マナーの向上をめざして、

さまざまな啓発活動等を行うということで、子育て層、高齢者、園児などの交通安全

教室の実施を展開していきたいと考えております。自転車マナーアップキャンペーン
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の実施、放置自転車の啓発活動については、今日も横堤で行いましたが、月に３回横

堤駅、今福鶴見駅、放出駅で放置自転車の追放キャンペーンの取組みを行っています。

区内の駐輪場マップの作成、配布につきましては、転入者セットにマップなどを入れ

て、周知広報させていただいています。また、地域からの要望に応じ、先程と重なり

ますが、各地域での、高齢者交通安全教室の実施を警察の指導のもと、連携を図りな

がら出前講座などを行っていきたいと考えております。また学校を通じた高校生の自

転車マナーの啓発は冒頭に申しあげました、損害賠償などの部分も含めまして、高校

生等自転車マナーアップの向上をめざした、啓発活動を行っていきたいと考えており

ます。取組みによりめざす指標としましては、防犯は、区で実施している防犯事業が

鶴見区の防犯抑止につながっていると答えた区民の割合が６０％以上、街頭犯罪件数

が前年比５％減、自転車盗前年比５％減、こちらは毎年下がっていきますと目標ハー

ドルがどんどん上がっていくわけですけれども、前年比から５％減をめざして、取り

組む予定としております。交通安全につきましては、交通事故発生件数における自転

車事故の割合が３０％以下、発生件数が３０件の減となるように努めていきたいと考

えております。ここで実施している交通安全対策事業が鶴見区の交通マナーの向上に

つながっていると答える区民の割合については、６０％以上ということをめざしてい

きたいと考えております。 

 運営方針（素案）につきまして、さまざまな意見をいただいておりますが、１３件

と数多くいただいておりますので、逐一ここで説明をすることは控えさせていただき

ますので、ご一読をお願いしたいと思います。 

 私からは以上です。 

○久木議長  ありがとうございました。ただいまの経営課題４についてご意見を伺

いたいと思います。前川委員、いかがですか。 

○前川副議長  私は何度もお話させてもらっているのですけれども、各経営課題が

１から５までございます。それぞれこの年度はこれをポイントにしようと、例えば平
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成３１年度は、この経営課題１の中だったらこれを、２だったらこれを、３だったら

これをというポイントをしぼって周知方法を考えていただけたらと思います。例えば、

先程見せていただきました「あいまちだより」、これなんか非常にいいことが書いて

あります。これを例えば回覧にして、先程担当課長が横堤駅に置いてあるとおっしゃ

いましたけれども、会社へ行く時は会社へ急ぐし、帰ってくるときは家に急ぐし、な

かなか横目で見ている間がないと思います。例えば経営課題の中の１つのポイントと

して、全戸に配布するということになれば、ものすごくあいまち会員等も増えてくる

のではないかと思います。もちろん広報つるみが毎月１日、２日に各戸に配られてい

るんですけれども、それよりもこんなに大きな案内が各戸にきたらいいのではないか

と思います。これも勝手なことを言いますけれども、この区政会議で、例えば経営課

題のこれについて、全戸に配ってくださいと、そういうことを決めたりしたら、その

とおりになるのでしょうか。ならないと思うんですけど。 

 あと経営課題３の中の、この人権教育ですけれども、私近所の人とか仲間から、こ

れはいい言葉なのだけれども一方でちょっと堅いなということを聞きます。人権啓発

推進セミナーというと難しくなってくるということで、何か人権プラス何とか教育と

いうような言葉がプラスできないかなと思います。人権は非常に大事なことなんです

けれども、一方で少し堅いなと思ってる人もおられるので、人権プラス何とか教育と

いうような文言も、一度、時間をかけて考えていただけたらと思います。 

○久木議長  ありがとうございました。 

○奥本政策推進担当課長  今、前川副議長からいただいたご意見ですが、この区政

会議で我々の取組みにつきまして、いろいろなご意見をいただきました。その意見に

つきまして、当然予算の関係もありますので、できる面もあればできない面もありま

す。それにつきまして、区役所で区政会議の委員の皆様からいただいた意見を参考に

して取組みをさせていただくということになっています。先程おっしゃったみたいに

チラシを全戸配布ということですけれども、当然、さまざまな取組みをしております
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ので、それを少しずつピックアップしてやっていくというのも手段ではあると思うん

ですけれども、我々としましては広報紙、これも全戸配布しておりますので、そこで

いかに特集記事とか、そういった形で工夫をして、鶴見区で力を入れていく取組みに

ついてどのように広報していくか、どのように皆様方にお伝えをしていくかというこ

とを考えていきたいとは思っております。 

○久木議長  ありがとうございました。 

 続いて、経営課題４、防災・防犯について田中委員どうぞ。 

○田中（潔）委員  先程尾﨑課長代理から説明いただいたんですけれども、私は意

見の中で書いたんですが、今年６月、大阪府北部地震がありました。今年は非常に夏

が暑くて、これは災害と考えていいと思うんですけれど、猛暑でした。それから９月

４日の台風２１号、また、台風２４号が来襲しまして、実際鶴見区で災害が起こりま

した。今まで説明があったようにいろいろ対策をしてきたわけですが、それは非常に

意味があって役に立っていると思います。しかし、実際こういう災害があったときに

本当にそのとおりできたのかどうかという、検証作業をやっていただきたいと思いま

す。例えば反省点や改善点があったんじゃないか、そういう検証作業をやって、より

実践的な対応にするように改善していくべきだと思います。その辺の検証作業を会議

をもってもいいし、一度何かの形でやっていただけたらと思います。 

○久木議長  尾﨑課長代理、検証作業はしていますよね。 

○尾﨑市民協働課長代理  はい、各地域に課題等をあげるようにお願いもしている

ところで、今のところ４地域から、避難所であったりとか、さまざまな課題について

検証をしているところです。また大阪市としましても危機管理室の主導のもとに防災

担当で、ワーキンググループをつくりまして、避難所開設に関わる課題であるとか、

地震が発災しての当初の課題、そういった点を含めてワーキンググループでも課題整

理を図っている最中であります。 

○久木議長  大阪市は意外と現場がわかっていない。だから区の意見というのはで
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きるだけ早くあげていく必要があると思うんです。これはタイムリーにやっておかな

いとまた起こるのかなという不安もあるんです。高田委員いかがですか。 

○高田委員  私も今、田中委員が言われたように、やはり検証は絶対必要かなと思

います。今、避難所開設という言葉がよく出てくるんですけれども、実際に台風２１

号で私の近所の家の瓦が飛んでしまったりとかいうことが何件かあったので、町会単

位で件数を調べるとかいうのが必要なのかなと感じました。 

○久木議長  どうぞ。 

○尾﨑市民協働課長代理  現状で、確かな数字として申しあげられるのは被災証明

を取りに来られる方が非常に多くいらっしゃいます。今現在でも保険会社であるとか

業者の見積もりを取るための被災証明を取りに来られる方がまだいらっしゃる状態で

す。数としては今日時点で５１１件という数があがっております。多少のずれである

とかＤＩＹで直せる部分についてはご自身でお直しになられている方もいらっしゃる

かと思うのですが、業者委託をされて修理をしないといけないというようなことで申

し入れされている方、保険会社に見舞金等を請求する方、５１１件あります。先程田

中委員、高田委員からありました検証のところでも、今検証中で、各地域から情報収

集している最中です。情報収集して分析した結果は、年に３回ほど実施している防災

連絡会、災害救助部長、防災リーダーの隊長を含めて、そういった会議の場でお示し

をしていきたいと考えておりますので、ご理解ご了承よろしくお願いします。 

○久木議長  ありがとうございました。山口委員どうぞ。 

○山口委員  検証のことですけれども、地震のあった当日、鶴見区内の各小学校・

中学校で対応がばらばらだったと思うんですが、その後に検証されているのでしょう

か。検証の中に学校の対応がもし含まれていないようでしたら入れてほしいとお願い

したいです。 

○尾﨑市民協働課長代理  小・中学校を含めまして災害時の初動マニュアルが作成

されました。それによって学校の対応も決まっていくと思いますので、よろしくお願
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いします。 

○久木議長  それでは続きまして、経営課題５を奥本課長お願いいたします。 

○奥本政策推進担当課長  運営方針（素案）概要版の１３ページをご覧いただきた

いと思います。経営課題５、区民への必要な情報の発信といたしまして、さまざまな

広報媒体、区広報紙や区ホームページなどを活用していきたいと考えております。中

でも広報紙の充実に重点的に取り組んでいきたいと考えておりまして、あらゆる世代

に手にとって読んでもらえる魅力的な広報紙の作成に努めてまいります。なお、ご意

見の４３番、山口委員からは、作成にあたり区民ニーズの把握をどのようにして行う

のか、具体的な方法を示してはどうかとのご意見をいただいております。区といたし

ましては、運営方針の素案から案に修正する際に、「区民アンケート等により区民ニ

ーズの把握に努め、」と文言を改めたいと考えております。この広報紙ですが、毎月

５万４９００部を発行しております。広報紙を直接区民の皆さんのお手元にお届けす

るため、これまでの新聞折り込みに変えまして平成２６年度からは全世帯、全事業所

へ配布しております。また区民の皆さんの目に触れる機会を多く設けるため、イオン

モールや三井アウトレットモール、駅構内掲示板などに掲示をするほか、今年度から

は広報サポーター制度を実施しております。広報紙は区政情報を伝える最も有効なツ

ールですので、多くの区民の皆さんに読んでいただきたいと考えております。そこで

銀行や郵便局、飲食店などで、待合の時間に広報紙を読んでいただけるよう待合場所

のある事業所の協力を得て、この広報紙を設置していただける場所を増やしておりま

す。１２月１日現在で、３８か所の事業所の皆さんにご協力をいただいております。

また、この広報紙のほか引き続き、区ホームページやフェイスブック、ツイッター、

動画などを活用した情報発信にも取り組んでまいります。 

 ご意見の４３番ですけれども、山口委員からはイベントの予定を窓口で直接お知ら

せしてはどうかとのご意見をいただいております。区としましても、引き続きイベン

ト事業に関する広報につきましては、窓口での案内や区役所の庁内放送での呼びかけ
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など、あらゆる広報媒体を活用して取り組んでいきたいと考えております。 

 また、ご意見の４５番、西村委員からは、ホームページやＳＮＳなどの情報発信は

高齢者には有効なのかとのご意見をいただいております。高齢世代は区ホームページ

等よりは区広報紙とか広報板、町会回覧、掲示板からの情報を入手する割合が高いと

認識しております。今後とも各世代に応じた広報媒体による情報発信に取り組んでま

いりたいと考えております。 

 これらの取組みにより、めざす指標でございますが、広報紙を手にとってよく読ん

でいると回答する区民の割合を６０％以上としております。参考までに今年度、区民

アンケートを実施いたしまして、その区民アンケートの結果ではよく読んでいると回

答した区民の皆さんの割合は５０．１％でございました。また時々読むと回答をいた

だいた区民の割合が３２．８％、これを加えますと、８２．９％の方に読んでいただ

いているということになっております。説明は以上でございます。 

○久木議長  ありがとうございました。ただいま経営課題５について、説明があっ

たところです。これについて、ご意見ございませんか。よく聞く意見ですけれども、

広報紙はわかりやすくていいですが、例えば鶴見の場合スケアードストレートを真っ

先に行ったけれど、その時の区の発信が弱いのではないかという意見をよく聞きます。

鶴見区は率先してやっているのにもっとテレビや新聞で取り上げてもらったらどうな

のかと思います。そこは奥本課長どうでしょうか。普通企業でしたら重役とか社長の

ところに名刺が来ていたら、それを広報が全部集めて一本化するんです。鶴見区だっ

たら区長のところにはたくさん名刺があると思うのですが、それを利用して、もっと

鶴見区から情報発信ができないでしょうか。 

○奥本政策推進担当課長   そうですね。情報発信といたしましては、マスコミの

方々に対する情報発信、非常に強いものと思っております。区のイベント等がありま

したら大阪市役所の５階に市政記者室があります。そこに私もイベントを担当してい

るときなどは直接チラシを持ち込んで、そこにいらっしゃる記者さんに簡単にご説明
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するとか、そういった形の売り込み等をさせていただいております。なかなか取り上

げていただけないということもありますけれども、そういった取組みを地道に継続的

にやっていってそういう記者さんとのつながりをつくっていくというかネットワーク

をもっていくということによって、取り上げていただける機会を増やしていきたいな

と思っております。 

○久木議長  リリースするとき、上手な企画とか、食いつきそうなことってありま

すよね。 

○奥本政策推進担当課長  そうですね。マスコミの方が好きそうな、「初めてやり

ます」というようなことをフレーズの中に入れまして、記者さんに興味をもっていた

だくという形にしていきたいとは思っております。 

○久木議長  一応、経営課題５まで来ましたので、全般的な意見でも結構です。 

吉江委員どうぞ。 

○吉江委員  「広報つるみ」のことですが、広報紙は区からの一方的な発信ですよ

ね。一般向けに皆さんに手にとって読んでもらおうと思ったら区民の投稿といったよ

うな、いろいろな行事の記事や俳句、川柳など、そういうことが載ったら皆関心をも

って読まれるし、だれだれが載っていたということで横の広がりもできます。それか

ら、私たちのチームがペタンク大会で大阪市で３位になりました。こういうことも載

せてもらうとか、茨田東小学校の５年生の児童が大阪市の将棋大会で優勝したことな

どを載せてもらうと、みんなが関心をもって見るようになると思います。どうしても

知人や身内が載っていたら見ます。そういうまちの話題を載せていただけたらありが

たいなと思います。 

○久木議長  そうですね。 

○奥本政策推進担当課長  スポーツ大会とか文化的なことでも、表彰される区民の

皆さんはいらっしゃいますので、そういった方を取り上げて、記事にしたことも何度

かあります。また赤ちゃんの写真を一番最後の面に掲載させていただいておりますけ
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れども、赤ちゃんの写真を保護者の方から投稿いただいて、コメントつきで紹介させ

ていただいています。非常に人気があり、関心をもって見ていただいています。また、

保護者の方からも載せてほしいということでご投稿いただき、現在、ストックがかな

り多くなってきておりますけれども、非常に人気のあるコーナーになっております。 

○久木議長  ありがとうございます。もうひと方、笹原委員。何か全般的なことで

ないでしょうか。 

○笹原委員  広報紙というのは昔からするとすばらしく読みやすくなって、よくな

っているんだなっていうのをすごく感じます。私たちの活動も広報紙を通じて本当に

周知されてきたということで、ありがたいなと感謝しております。私たちの世代は広

報紙という紙のものがすごくありがたいんです。何度も何度も読み返したりするんで

すけれど、やはり若い世代は紙がごみなんですね。だから、ＳＮＳを使ってもらった

りと両方の面で発信していくことが大事だということを強く感じました。本当にあり

がたいと思っております。ありがとうございます。 

○奥本政策推進担当課長  ありがとうございます。おっしゃられたみたいに、鶴見

区の広報紙は２４区の中でも、手前みそですけれども、非常に読みやすくて、手にと

ってもらえるものができあがっているのかなと思っております。若い世代の方は、Ｓ

ＮＳに割合関心をもっておられるということですので、私たちも広報紙一本やりでは

なくてＳＮＳにも力を入れて、広報媒体はいろいろありますけれども、それを有機的

に関連づけて、区政情報をご提供させていただきたいと思っております。以上でござ

います。ありがとうございます。 

○久木議長  宮本委員何かございませんか。 

○宮本委員  少しさかのぼってよろしいですか。 

○久木議長  はい、結構です。 

○宮本委員   つなげ隊のところですが 、つなげ隊の対象は高齢者の認知症の予防

だけではなく、障がい者の方も対象となるのでしょうか。その辺についてお聞きした
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いです。 

○谷上保健福祉課長  つなげ隊の皆さんは、ジャンルについては福祉という大きな

くくりになっていますが、その方々が直接いろいろなケアをしていただくということ

ではありません。相談の窓口ということになりますので、そちらに何かご相談をされ

る時にはジャンルは気にせずにお越しいただいたら結構です。また、高齢者福祉につ

いては、地域包括支援センターもありますし、区役所にもそれぞれの担当があります

ので、そちらのほうにもご相談いただいたらと思います。つなげ隊は窓口の１つだと

お考えいただいて、それぞれの状況に応じてよりいいと思う窓口をお選びいただいて

ご相談ください。 

○久木議長  宮本委員よろしいですか。 

 柴田委員、何かございませんか。 

○柴田委員  生涯学習のことですが、発表などはみんなでつくり上げていくので余

り問題はないと思うんですが、それを支えてくださっている、お世話されている方に

いろいろ悩み事が多いようです。そういう方々の相談に乗れるような場所をつくって

あげていただきたいと思います。生涯学習推進員さんがいらっしゃるのですが、必ず

その方々の意見を聞いていただけるような雰囲気じゃないということもあります。そ

ういう方々の意見を少しくめるような場所があればということの相談を受けたりして

いますので、よろしくお願いします。学校で行っている生涯学習は、学校によって随

分運営の方法が違いますので、お世話されている方々は結構大変なんです。 

○久木議長  お世話されている人がいろいろ悩んでおられるのですか。それを誰が

支援していくのかということですか。 

○柴田委員  はい。生涯学習推進員さんがもう少し和めたらいいなと感じるときが

ありますので、仲間同士ではなかなか難しいので、生涯学習推進員さんにそういうこ

とを伝達していただけたら、いいのではないかと思います。 

○大川教育担当課長代理  いろいろあると思いますので、そのあたりはやはり同じ
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地域におられる方同士で伝えにくいこともあると思いますので、生涯学習推進員さん

たちや役員さんたちにもそういったことを少し聞いてみたりしたいと思います。 

各地域でどのように運営されているのかというところも、より深く私たちも知っ

ておきたいとも思っておりまして、来年度はそういったことにも力を入れていこうと

思っていますので、そういうことを含めて生涯学習推進員さんたちとお話を深めてい

けたらと考えております。ありがとうございます。貴重なご意見をいただきました。 

○久木議長  はい。 

○山田委員  今の生涯学習推進員ですが、養成講座などがあり、それに行くのが非

常に大変だと聞きます。そのようなことがあるのでなり手は減ってきています。その

辺を聞いていただいて、対応について教えていただきたいと思いますので、よろしく

お願いします。 

○久木議長  大川課長代理、そういうことも含めて、検討をお願いします。 

 米島委員、どうぞ。 

○米島委員  経営課題４のところで、私は今津地域ですが、区内一斉防犯活動を月

１回実施されています。今津地域の場合、以前はたくさんの方でまわっていたんです

が、だんだんと減ってきて、今は防犯の方が数名まわっているくらいです。３１年度

の運営方針（素案）として記載されていますが、３０年度は鶴見区１２地域で何人く

らいの方が参加されているのでしょうか。また、自転車二重ロックというのは、自転

車盗が多いためなのでしょうか。やはり二重ロックといったら自転車盗対策だと思う

のですが、この辺について、前年度の内容が具体的にわかればお聞きしたいと思いま

す。 

○久木議長  尾﨑課長代理お願いします。 

○尾﨑市民協働課長代理  区内一斉防犯活動ですが、各地域とも大きな課題となっ

ておりまして、やはり継続的に参加をされる方がどんどん減ってきている状態です。

各地域の町会長会議で連合町会長さんから、参加が少なくなっておりますので来月は
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積極的な参加をお願いしますという、呼びかけを行っていただき、増えたり減ったり

というような感じで、推移しているところです。二重ロックについては、自転車盗は

減少傾向にあります。買い物に行った際の車上ねらいも認められている状況です。 

○久木議長  では、岡出委員。 

○岡出委員  気になったのが区内一斉防犯活動の実施というのが、区内で一斉に実

施されたらやはり犯罪発生件数抑止につながっているのか、どれぐらい減っているの

かということが少し気になりました。ほんとうに減っているのだったら回数を増やし

た方がいいとか、あまり効果がなければ見直しをした方がいいとかあるのではないか

と感じました。 

○久木議長  どうぞ。 

○尾﨑市民協働課長代理  区内一斉防犯活動は、やはり警察ともお話をさせていた

だいている中で、犯罪者というのは一ところでやるのではなく、ここでやったら次は

こっちでやって、ここでやったらこっちというような犯罪の心理学的な部分もあると

いうことで、一斉に実施して、区内どこでもできないというような心理を植えつける

ために区内一斉防犯活動を行っていると伺っております。現状としまして参加者が少

ないということもありますので、今後とも区内一斉防犯活動に参加していただけるよ

うに皆様のお力添えもいただきまして、積極的な参加をお願いしたいと思いますので

よろしくお願いいたします。 

○久木議長  伴委員どうぞ。 

○伴委員  今年度、避難所開設運営訓練を大阪市の危機管理室の方に来ていただい

き実施しましたが、みんな自分のこととして考えられるようになったので、継続して

支援もしていただきたいと思っています。お願いします。 

○久木議長  ありがとうございました。 

○尾﨑市民協働課長代理  貴重なご意見をありがとうございます。危機管理室主導

のもとに、区役所の防災担当も支援しております。先程申しあげましたが、３０年度
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は７地域が避難所開設運営訓練を実施されています。今津地域については今年度２回

実施する予定になっていますし、残り５地域につきましても継続的に実施に向けた支

援を行っていきたいと思いますので、皆さんのご協力よろしくお願いします。以上で

す。 

○久木議長  それでは、ほぼ議論も出尽くしたと思っております。議題もこれで全

て終了いたしました。本日は市会議員の大橋議員それから福島議員にもご参加いただ

いております。助言がございましたら一言お願いいたします 

○大橋市会議員  皆さんこんばんは。ご紹介いただきました大橋です。いろいろな

意見を聞かせていただいて、今日も勉強になりました。ありがとうございました。も

う時間も時間なので、皆さんも寒い中帰られるのは大変だと思いますので一言だけお

伝えします。情報という部分で、やはり鶴見区でこれを取りあげてほしいということ

を、ここでどんどん言っていただいて、それを区長か私から市長へあげていきます。

区長は区長会の部会に入っておられるので、部会を通じて市長へあげていくというこ

とができます。まさしくこの鶴見区区政会議と全く一緒です。市長定例会見が大阪市

にはありますが、今までなかなか目にされなかったと思います。前市長がどんどん発

信していく方だったので、メディアさんもやはり新しい情報がないかなと常に探して

おられますので、区長と私から一緒にその時間帯のどこかで、２４区ありますので鶴

見区だけというのはなかなか市長も取りあげてくれないと思いますけれども、今回の

定例会見はぜひこれを取りあげてほしいとかというお願いをしていけば変わっていく

のかなと思います。また逆に、ほかの２３区の方が鶴見区はこんなことやっていると

いう発信ができます。それによって鶴見緑地でこういうイベントができる、だから必

要だと思ってもらえるような区政運営づくりを、私は残された時間目いっぱいやって

いきたいと思いますので、よろしくお願いします。最後、台風２１号の話ですが、昨

日委員会で質疑をさせていただきましたが、区長もご存知なかったという話で、先程

久木議長からもありましたとおり、現場のことを大阪市役所は本当にわかっていませ
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ん。今、鶴見緑地プールは閉館されているのですが、窓ガラスが割れたから閉館と区

長はそう思っておられましたが、１か月間ずっととゆが垂れ下がった状態でほったら

かしにされていたということで、私は言わせてもらったんですけれども、そこも連携

がやはりできていなかったという点がありますので、鶴見区でも行政連絡調整会議を

開催していただいているのですが、区政会議の場も通じて皆さんも言える場所を設置

してもらえるように、区役所に私から要望しておきますのでよろしくお願いします。

また今日のご意見、大阪市のほうに届けますので、よろしくお願いします。ありがと

うございました。 

○久木議長  はい、大橋議員ありがとうございました。 

 福島議員お願いします。 

○福島市会議員  皆さん今日はどうもありがとうございました。今回いろいろな議

論がありましたが、やはり災害があり非常に重要だなと思いましたので、議会でも当

然そういった話があったので少しお話しさせていただきたいと思います。区民の方か

らもお話があったんですが、今回、災害で、市長が災害対策本部を設置しなかったと

いうことが非常に問題になりました。理由としては、地震に関しては基準があるので

すが台風には、風水害に関しては基準がないということで、災害対策本部を設置しな

かったんです。それが問題だということで、基準がなくても必要に応じて、今後は設

置していくようにという議論がありました。鶴見区では大きな問題はなかったかもし

れないですが、ある区役所で職員が帰ったあとに区民の方から区役所に連絡をしたが

つながらなかった、一時避難場所を設置してほしいということでしたが、そういった

ことの連絡がつかなかったということで、今後は柔軟に対応していくということが非

常に必要だと思いますので、今回、防災・防犯部会でも議論していただき、全ての地

域での避難所開設運営訓練の実施、また防災訓練をしていただいているということは

本当に意義があるものだなと思っております。また、いろいろな議論が今日もあり、

非常によかったと思いますが、前回も申しあげましたが、やはり賛否両論わかれるも
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のは別ですが、ここで議論していただいたことで実現できるものはできたら実現して

いただきたい、できないものは、理由を説明していただいて、その理由が皆さん方が

納得できるようなお話でしたら、それは当然です。言ったことを全部実現してくれと

いうことは無理です。区民ギャラリーを１階にできないかという意見がありました。

理由がはっきりわからなかったのですが、消防法の関連とかでできませんという説明

でしたが、ほんとうに区役所の中でそういったことができないのかなと思いました。

１階が当然１番多く人が来るところなので規模が小さくてもいいかなと思いましたの

で、いろいろ調べた結果できないという答えであればそれは仕方がないと思うんです

が、できるだけ検討してこういう理由でできなかったという形であったほうがいいと

思いました。それと予算のことですが、当然ながら予算がいろいろな事業に必要です

が、予算の結果でできないというのもあるんですが、区長、区政会議に対して予算は

ついてないですよね。区政会議の意見に対しての予算ということはないですよね。 

○河村区長  その内容によっては予算をつける事業もございますし、施策もござい

ます。 

○福島市会議員  わかりました。皆さんご存じかもしれないですけれど区役所の駐

車場が１月から有料化されるということで、年間７００万円ぐらいの予算が区役所の

ほうに入ってきます。それは当然市に吸い上げられずに区で使っていただけるという

ことなので、いろいろと区で使うお金があると思うのですが、もし区政会議のほうへ

も可能であれば、皆さん方の議論が少しでも多くの賛同を得たうえで実現できたらあ

りがたいかなと思いましたので、そのことも検討をお願いしたいと思います。今日は

皆さんどうもありがとうございました。 

○久木議長  はい、ありがとうございました。それでは、閉会にあたりまして河村

区長から一言お願いいたします。 

○河村区長  皆さん、どうも長時間、熱心なご議論をありがとうございました。 

 それぞれの経営課題でいただいたご意見は、可能な限り素案を案にする段階で反映
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していければなというふうに思っております。 

 １点だけ、広報発信ということで言いますと、私の口から言うのもあれですけれど

も、鶴見区の広報は控え目なところがあって、プレスリリースももう１つ取りあげて

もらえない、他の区で２４区初と言われていたのが、鶴見区は昔からやっているとい

うようなこともあります。そういう意味で先進的な取組みをしているつもりなのです

が、もっとそれを発信できるように、今、奥本課長のところで、鶴見区広報戦略とい

うのをつくっていただいていまして、それをもとに伝える広報ではなく伝わる広報を

やっていけないかということを検討しているところでございます。ぜひまたそういう

面で、大橋議員に言われたように市長の定例会見でも鶴見区のマターが取りあげられ

るように、お力添えをいただいてやっていければなというふうに思っております。今

日はどうも長時間ありがとうございました。 

○久木議長  はい、ありがとうございました。 

 最後に区役所から事務連絡等がございましたらお願いします。 

○奥本政策推進担当課長  はい。本日は貴重なご意見をいただきありがとうござい

ました。 

 次回の区政会議の予定でございますけれども、来年２月ごろに今年度最後となる全

体会を開催いたしまして、鶴見区運営方針、素案から案にバージョンアップしたもの

でございますけれども、その運営方針と３１年度の予算案につきまして説明をさせて

いただく予定をしております。 

 日程につきましては、改めてご連絡の上調整をさせていただきますのでよろしくお

願いいたします。 

 事務連絡は以上でございます。本日はありがとうございました。 

○久木議長  それではこれで本日の鶴見区区政会議全体会を閉会いたしたいと思い

ます。大変長時間にわたりまして、熱心なご議論をいただきありがとうございました。

また議員の皆さんには長時間本当にありがとうございました。気をつけてお帰りくだ
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さい。また明日から寒くなるようなので、お体に気をつけて頑張っていただきたいと

思います。今日はありがとうございました。 

閉会 ２１時０７分 

 

 

 


